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I.は じめ に

日常生活の中で買い物をする際,値 段を正確に読

み取 ったり,現 金を適切 に出したり,お 釣 りを数え

て受け取 ったりす ることなどが求められる.し か し

それだけではなく,持 っている貨幣か らどのような

支払い方があるかを考えることも,と ても重要であ

る.そ のためには,一 一連の流れに沿 って 自分で買い

物ができるようになると共に,金 銭に関す る基礎的

な知識を身に付 け,そ れ らの知識を活用 しながら場

面や状況に応 じていろいろな支払い方を考え,そ の

中から自分で支払い方を選択できるようにする能力

の育成が必要であると考えた.そ こで,こ の能力を

育成するために,数 学的な考え方を意識 した授業構

成を行い,そ の実践と考察を行 った.

2.対 象生徒とその実態

4人(1年 生1人,2年 生1人,3年 生2人)

この生徒たちは,合 計金額やおっりの求め方,万

の単位までの読み方は理解 しているが,等 価関係の

概念獲得や両替の知識定着などは不十分である.校

外学習や家庭生活で貨幣に触れたり使用 したりする

経験を重ね,自 分で買い物をす ることができるが,
一一っ一一つの店で買い物はできても

,そ の時の状況や

目的に応 じて支払い方を考えたり,複 数の店での買

い物や前後に公共交通機関を利用 したりするなど,

全体を視野に入れたうえで支払い方を考える意識は

見られない.ど の生徒 も学習に対 して真剣 に取り組

み,自 分の気持ちや考えなどを互いに伝え合うこと

ができる.

III.数 学的な考え方

II.方 法

1.「 お金の学習」に関す る指導の 目標 及び内容

(1)目 標

・基本的 な等価関係や両替を理解す ることがで き

る 【知識 ・技能】

・自分 の支払 い方 と比較 した り,異 な る支払 い方

に気付いた りで きる 【思考 ・判断 ・表現】

・お金 の支払 い方 に関心 をもち,自 分 か ら支払い

方や理 由などを考え ることがで きる

【主体的 に学習 に取 り組む態度】

(2)内 容

「お金 の学習 」 に関す る内容か ら,次 の ものを選

び,指 導計画 を編成 した.(表1)

表1指 導計画

指導区分 指導内容 指導時数

第1次 金種と両替 2

第2次 支払い方法 1

第3次 支払い方法の選択 2

*熊 本大学教育学部附属特別支援学校

**熊 本大学大学院教育学研究科

片桐重 男(2004)は,「 数学 的 な考え方 」 にっ い

て,「 数学 的 な態 度」,「数 学 の方法 に関係 した数 学

的 な考 え方」,「数学 の内容 に関係 した数学 的 な考え

方」 の3つ の カテ ゴ リーに整理 して い る(表2).

本研究 においては,数 学的 な考 え方 を片桐 の述べ る

ところの 「数 学の方法 に関係 した数 学的 な考 え方」,

「数学 の 内容 に関係 した数学 的 な考 え方」 と して捉

え る.
一方 で

,黒 崎(2017)は,「 数 学的 な見 方 ・考 え

方 を働かせ る授業 」 にっ いて,潜 在 的に もってい る

数学的 な見方 ・考 え方 を引 き出 し,こ れ らを働かせ

なが ら育む もの とい う考え方 も可能 であ ると し,そ

の実践的 アプローチや スキルは複雑で遠 い道の りが

あ り,轍 密 に実践 的に検証 して い く必要 があ ると述

べて いる.潜 在的 に もってい る数学 的な見方 ・考え

方 を引 き出 し,働 かせ なが ら,育 む ような授業 設計

を検討す る必要 があ ると考 え られ る.そ こで,今 回

は演繹 的 な考 え方,操 作の考 え,ア ル ゴ リズムの考

え にっ いて 引 き出 し,働 かせ なが ら,育 む よ うに,

丁寧 に指導 してい くこととす る.

ただ し,演 繹的 な考 え方 とは,前 提 と して与え ら
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れたい くっかの定義や命題か ら,論 理的規則を用い

て,厳 密に必然的結論を導き出そうとす る考え方で

ある.操 作の考えとは,も のや操作の意味を明らか

にした り,広 げた り,そ れ に基づいて考えようとす

ることであり,ア ルゴリズムの考えとは,操 作の方

法を形式化 しようとすることである.

表2数 学的な考えの具体化と指導

数学的な態度

1自 ら進んで自己の問題や 目的 ・内容を明確に把握

しようとす る

2筋 道の立 った行動をしようとす る

3内 容を簡潔明確に表現しようとす る

数学の方法に関した数学的な考え方

帰納的な考え方

演繹的な考え方

2類 推的な考え方

 

-

Q
J

∠
4

只
U

ρ
0

統合的な考え方(拡 張的な考え方を含む)

発展的な考え方

抽象化の考え方

(抽象化,具 体化,条 件の明確化の考え方)

7単 純化の考え方8一 般化の考え方

9特 殊化の考え方10記 号化の考え方

11数 量化,図 形化の考え方

数学の内容に関した数学的な考え方
1

3

只
U

7

∩
》

集合の考え2単 位の考え

表現の考え4操 作の考え

アルゴリズムの考え

基本的性質の考え

式にっいての考え

6概 括的把握の考え

8関 数の考え

図1等 価関係

「両替」の学習では,貨 幣の流れを互いに学び合

えるように,実 際の貨幣を用いなが ら 「両替を頼む

人」 「両替をする人」に分かれ,ペ ア活動を取 り入

れた.

〈両替(ベ ア活動》〉

縦 鍛1(㊥

◎ ⑭⇔33333◎

図2両 替(ペ ア活動)

第1次 後半 で は,貨 幣 を 自由に組み合 わせ た100

円と500円 を作 る.例 えば 同 じ100円 で も,50円 硬貨

2枚 だ けで はな く,10円 硬 貨を10枚 や50円 硬 貨1枚

と10円 硬貨5枚 など,い ろい ろな硬貨 を組み合わせ

て等価 にす ることがで きることを理解で きるように

した.(図3)

N.指 導 の実際

1.第1次 の指導

第1次(表3)で は,基 礎的 な知識 と して必要 な

「金種」 「等価関係」(図1)「 両替」(図2)を 中心 に

取 り組 み,そ の際,視 覚 的 に捉 えやす い ように,貨

幣の画像 をスライ ドで提示 し,全 員で金種 や金額 を

答え なが ら進 めた.ま た,プ リン ト学 習を取 り入れ,
一人一人 自分で確認で きるように した .

表3第1次 の内容

題材 学習活動

・お金の種類 「金種」

・同じ金額 「等価」

・両替

・いろいろな組み合わせ

・ペ ア活 動

・ワ ー ク シ ー ト

・発 表

A君 は 「い ろいろ な組み 合わせ 」 にお いて,100

円になる組み合わせを 「5円 玉20枚 」 と答 えた.

(図4)
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図4A君 の答え

答えた硬貨を渡す と,「5円,10円,15円,20円 …」

という数 え方 を してお り,等 価関係 を貨 幣では な く,

「プラス(+)5」 の計 算で捉 えてい る様子 が見 ら

れた.し か し,繰 り返 し等価 関係 の確 認 を した り,

友達 の数 え方 を見た りす るうちに,少 しず っ変化が

見 られ るよ うにな り,500円 にな る組み 合わせ で は

「50円が10枚 」 と答 えた後,ゆ っ くりで はあ るが,

2枚 ずっ50円 硬 貨 を まとめ なが ら 「100円,200円,

300円 …」 と,数 え る様 子が見 られ た.(図5)
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o,oo,oo,oo,000,

図5A君 の答え

B君 は 「いろいろな組み合わせ」 の100円 で,「10

円玉10枚 」 「50円玉1枚10円 玉5枚(図6)」 と答

えた.A君 同様,答 えた硬貨 を渡 した ところ,前 者

は 「10円,20円,30円,…100円 」 と数 えた.続 けて,

後者 の硬貨 を渡 し,数 え るように言 うと,し ば ら く

悩み 「6枚 」 と答 えた.「 それ は枚数で,100円 に な

る数 え方」 と伝 えた が,「6枚 」 と繰 り返 し,混 乱

してい る様子 もあ った.教 師 と一緒 に硬貨 を動 か し

なが らや りと りを行 うと,少 しずっ 自分 で数 え られ

るようにな って きたが,し ば らく時間 を要 した.こ

の生徒 は,本 グル ープの中で は数学 的 な力 が高 く,

3桁 ×3桁 の計算をス ラス ラと解いてい く生徒であ

る.50と50を 合わせ ると100に なることは十分わか っ

てい るが,実 際 のお金 で考え ると難 しい様 子が見 ら

れた.こ の様子 か ら,前 者 も,10×10で 捉え ていた

のでは ないか と思われた.決 して間違 いで はないが,

等価関係 を計算 だ けでは な く,貨 幣で も捉 え られ る

ようにな ってほ しい と思 い,特 に2人 の男子生徒 へ

は,こ ち らも意識 して,そ の後の指導を行 った.

階的に取 り組めるように,小 さい数値から大きい数

値へと課題を設定 した.

「ち ょうどの支払い方」と 「おっ りがある支払い

方」では,生 徒たちは等価関係を活用 しながら支払

い方を考えていた.こ こで挙げた商品は生徒たちが

好きな物や興味があるものを使用 しており,楽 しみ

ながら取り組んでいた.

表4第2次 の内容

題材 学習活動

「ち ょうどの支払い方」

「おっりがある支払い方」

「どんな支払い方?」

・ワ ー ク シ ー ト

・発 表

15占うご6脇釦5郷1訓 レ占う

曾374円

,幽日こ違う絹融含勃せ冒
15♂うご03虚 冒撫1乱dう
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図6B君 の答え

7回自こ違う魍轟含わ世冨

窃つ堀」轟■占うに払い乱 ♂う

Cさ んは,「 い ろいろな組み合わせ 」 の500円 で,

「5円 玉20枚,50円 玉4枚,100玉2枚 」 と答 え,数

え方 もで きていた.(図7)も う一人 の女 子生徒D

さんも,考 えられる組み合わせ をい くっ も挙 げ,し っ

か り数 え られ ていた.2人 の女子生徒 は男子生徒 に

比べた ら計算 力は弱いが,こ れ まで の生活 で貨 幣を

使 う経験が多 く貨 幣の扱 いにも慣れ てお り,等 価 関

係を貨幣で捉 え ることもあ る程度 で きていた.基 礎

的 な知識 と共 に生活場面での活用が特 に 「金銭」で

は大切だ と改めて感 じた.

⑤⑤⑫⑤ ⑭ ⑭
R納ii・ 山 ・蛭 ∵ ・""讐

闘 ・・ 寒 ・ム ・ 憩 、.・ 出 、臨.跨.鳳

図8ち ょうどとおっ りがある支払い方

また,「 どん な支 払 い方?」(図9)で は,生 徒 そ

れぞれ 自分 の支払 い方 と,そ の理 由を考 え,発 表 し

た.

図7Cさ んの答え

2.第2次 の指導

第2次(表4)で は,ま ず 「ち ょうどの支払 い方」

と 「おっ りがあ る支払 い方」(図8)は,そ れぞ れ

2通 りの組 み合わせ を考え るよ うに した.ま た,段

男子生徒2人 は 「おっ りが 出ないか ら」 「ち ょう

どで払 いた い」,Cさ ん は 「ち ょうどで払 いた い」

「紙幣 は残 したいか ら硬貨で払 う」,Dさ んは 「少 し

多 く払 う.い っ もの買い物の時 も少 し多 く払 うこと

が多い」 「紙幣は残 した い」 と答えた.(図10)

1860円

①獲:刃 ㊥ ◎ ◎ ◎③●:.・ 円
・おつ りが出な い ・ち ょうど

② ㊥ ㊥ ㊥ ◎ ◎ ⑭ ㊥ ●1860円

・ち ょうど ・紙 幣 を残 す

③ 鑑 刃 ㊥ ◎ ◎ ◎ ◎ ・9・・円
・少 し多 く払 う ・紙 幣 を残 す

図10「 どんな支払い方?」 生徒たちの答え
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生徒たち の財布 には,1000円 札2枚 を入れ ていた.

男子生徒 とCさ んは,1枚 使用 した とい うことは同

じであ るが,Cさ んの理 由か ら,Cさ んは意図的 に,

1000円 札1枚 を残 した ということが分か った.そ れ

ぞれの生徒が 自分だ った らどう払 うか ということを,

よく考えていた.

3.第3次 の指導

第3次(表5)で は,「 こん な時,ど うす る?」

と して 「少 ない枚数での支払い方」(図11)「 硬貨を

減 らす支払い方」(図14)「 見通 しを持 った支払 い方」

(図17)の 課題 を取 り上げた.そ れぞれ の課題 に応 じ

て,第2次 同様,ま ず は 自分 で考 え,そ の後,互 い

に発表 し合 った.ま た,「 少 ないお金 で支払 う時 は

どん な場面 があ るか?」 など,日 常生活 で活 用 しう

る場面 も話題 に しなが ら関連付 けて考え られ るよう

に した.

表5第3次 の内容

題材 学習活動

こんな時どうする?
・ワ ー ク シ ー ト

「少ない枚数での支払い方」

「硬貨を減らす支払い方」
・発 表

「見通 しを持 った支払い方」

1400円 の支払 い方 にっ いて は,1400円 を少 ない枚

数で支払 えるのは,札1枚 と硬貨1枚(計2枚)を

使 う 「1500円」 と,札2枚(計2枚)を 使 う 「2000

円」 の支払 い方があ ると気付 いたが,同 じ2枚 で支

払 うときに何 が違 うのか,生 徒たち のや りとりが始

ま った.そ して,払 った あ との 「おっ り」 が違 うと

い う こ とに,生 徒 た ち は 自然 に気 付 い て い った.

1500円 の時 のおっ りは100円 玉1枚,2000円 の時 の

おっ りは600円.し か し,店 員 に よ っては,100円 玉

6枚 か も しれ ない し,500円 玉1枚 と100円 玉1枚 か

もしれない.そ のうえで,「じゃあ,ど のように払 う?」

と質 問す ると,改 めて考え,さ らにや りと りが進む

様子が見 られた.(図13)

また,「 少 ない枚 数 で の支 払 い方」 の学 習後 に,

生徒たちは 「硬貨が多 いと財布の中か ら探 しに くい

か ら,少 な く払 うと良い」 「楽!」 「急 いでい るとき

や レジが混んでい るときに良い」 などの意見 を述べ

て いた.

Il斗:,ll溝

出司レa虚㈹
少脇1払5、7尉?

蘭
370円

響
1400円

_;,
サ

塵 」@@@爾5董 ・ ノ

画 ㊥ 総-・

画飼
∠まい 一ザ 詫:範1ピ1蝋 嶋 圓一

図13「 少ない枚数での支払い方」の板書

図11少 ない枚数での支払い方

370円 の支払 い方 にっ いては,生 徒 た ちが答 えた

札や硬貨 の枚数 を1枚 ずっ確認 して いき,次 第 に,

「少 ない枚 数で の支払 い方」→ 「1枚 が1番 少 ない」

とい うことを生徒たちは理解 してい った.(図12)

臼37・ 円

①◎◎ ◎⑨●●370円[>6枚
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1… 円⇒⑱

次に,硬 貨を減 らす支払い方 の課題(図14)を 行 っ

た.1000円 札 を使 うよ り500円 玉2枚,500円 玉を使

うよ り100円 玉5枚 と,生 徒 た ちは どうにか して減

らそ うと考 えていた.ま た,設 問に取 り組む うちに,

その時考え られ る支払 い方を 自分でい くっか挙 げて,

その中か ら選択す る様子が見 られ るようになって き

た.

図14硬 貨を減 らす支払い方

図12「 少ない枚数での支払い方」生徒たちの答え
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教師 も生徒 と同 じ課題 と同 じ財布 の中身で,実 際

にどれだ け硬貨 を減 らす ことがで き るのか,生 徒 た

ち の前 でや ってみせ た.そ して,最 初 の財布 と,硬

貨を減 らした財布,そ れぞれ の重 さを 図 り,数 値 と

して も見比 べ た.(図16)そ れ を見 た生徒 たち は,

自分たちが考 えた以上 に,硬 貨が まだ減 らせ た とい

うことに驚 いて いた.た だ,全 部減 らす のが正解 と

い うことで はな く,生 徒 たちが一生懸命減 らそ うと

考 え,1枚 で も減 らせ て いた ら,「 減 ったね 」 とい

う対応 を した.生 徒 たち には,等 価 を基 に して,組

み合わせて いけば,こ れ だ け減 らす ことができ ると

い うことを実感で きるように,こ の活動 を入れ た.

最後 に,見 通 しを持 った支払い方(図17)に っいて

学習を行 った.

見通 しを持 った支払い方で の設 問のポ イン トは,

パ ンの代金 を どの ように支払 うか とい うことだ.生

徒 に渡 した財 布 の中 には,パ ンを850円 ち ょう どで

支払 うと,帰 りのバ スの中で1000円 を両替す る必要

が ある.し か し,パ ンを1000円 札で支 払 うと,バ ス

の 中で両替 をす る必要は な く,ち ょう どの硬 貨で支

払 うことがで きる.

Cさ んの答え:

理 由:

Dさ んの答え:

「パ ンを1000円 で払 う」

「450円のこ して バ スだ いを

ち ょうどだ したほ うが

おっ りが な くなるか らです」

(図18)

「まず,パ ンや さんで1000円 出 して

おっ りを もら って 帰 る時 に

バス代をち ょうど450円 は らう」

本校 は場所 に恵 まれて いる こと もあ り,公 共交通

機関 を使 って買い物へ行 った り,複 数 の店 を また い

で買 い物 をす るとい う機会 も多 い.生 徒 たち にとっ

て も,今 後 の生活 の中で,そ のよう なことも出て く

ると思われ る.連 続 して貨 幣を使用す る場面 があ る

時 に,2っ 目を見越 して1っ 目を払 うなど,た とえ

毎 回で はな くて も,見 通 しを持 った消 費を考 え ると

い うき っか けに なってほ しいと思い,こ の設 問を設

定 した.そ のため,決 して 「パ ンを1000円 で払 わ な

ければ な らない」 ということで はな く,バ ス代を ど

う支払 うかを考 え,両 替 を しよ うと思 った うえで,

パ ンをち ょう どの硬貨で払 うのであれば,そ れは見

通 しを持 った支払 い方 になる.生 徒た ちに も,そ の

ことは しっか り伝えた.

硬貨 を減 らす支 払 い方 の学 習後 に,生 徒 た ちは

「財布が重 くな くなる」 「荷物 も軽 くなる」 などの意

見を述べていた.

V.結 果 と考 察

1.結 果

単元全体を通 しては,そ の日の授業に見通 しを持っ

て取 り組めるように,授 業の流れを最初に提示 した.

また,基 礎的な知識が定着 してい くように,第1次

で学習 した 「金種」「等価関係」「両替」を毎回授業
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計画的な消費生活にっながる支払い方

の最初 に反復学 習 と して取 り入れ た.い ろいろ な支

払 い方 や理 由を考 え る活動 では,「 考 え てみ よう」

と提示 し,自 分 の手元 で動か しなが ら支払 い方を考

えた り,理 由を まとめた りできるように,貨 幣や ワー

クシー トを一人 一人 に用意 し,考 える時 間を十 分 に

とった.発 表 の場面 では,自 信 を持 って伝 える こと

がで きる ように,出 た答 え は全員 で共有 し,認 め合

うように した.ま た,自 分 の考 えをさ らに深めた り,

新た な視点 に気付いた り して,今 後 の 日常 生活 や計

画的 な消費生活 にっ なが って い くよ うに,1つ の支

払 い方 が正解 となるので はな く,状 況や 目的,見 通

しを持 った うえで考えた一人一人の支払い方 とその

理 由が大切 であ るとい うことを,感 じられ るよ うに

した.

っ ま り,毎 日の授業 の流れ を図19の ように し,下

線部の項 目を今回の授業 のポイン トとして実践を行 っ

た.

【復習】前時までの振 り返り基礎的な知識の定着

2,考 察

「等価 関係」 「両 替」 を扱 う際,図20の ように合

成 と分解が混 同す るので はな く,「区別す る」 とい

うことを意識 し,も とに なる等価関係 は固定 して提

示 した.そ れ を繰 り返 し提示す ることで,基 礎 的 な

知識が身 にっ いてい くと共 に,支 払 い方 を考え る根

拠 にな って い った と考え られ る.っ ま り,演 繹的 な

考えの もとになる事柄 を身 にっ けることがで きた と

考え られ る.

①①①①①=J

=00000

図20

・--
+

N
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【本時の学習】本時の学習

【「考えてみよう!」 】

い くっかの課題設定の中で,自 分だったどんな支

払い方をす るか,理 由も合わせて考える

4【 発表】互いに自分の考え方を発表 し合う.

友達の考え方を聞いて,学 びを深める.

図19毎 日の授業の流れとポイント

「基礎的 な知識 の定着」 につ いては,基 本的 な等

価関係 に関 しては,毎 時間全員で行 う復習 によ って,

定着 が 見 られ るよ うに な った.ま た,視 覚 的教 材

(画像 や本物 の貨幣 など)の 活用 によ って,こ れ ま

で等価関係 を数 の計算で捉え ていた生 徒が,貨 幣で

捉え られ るようになって きた.

「課題設定」 にっいて は,そ れぞれ の課題設 定を

理解 し,設 問 に取 り組 んで いた.難 しい生徒 には,

最初 に教師 とや りとりを行 い,課 題設定 を理 解 した

うえで設 問へ進 んだ.ま た,一 一人一 人 に十分 な貨 幣

の種類や枚数,ワ ークシー トを用意 した ことに よっ

て,自 分 の支 払 い方 と,そ の理 由を考え ることがで

きた.

「学び を深 める」 にっ いて は,考 える形態 を 「自

分で→ み んなで→ 自分 に」 と した ことで,友 達 の

支払い方 を聞き,再 度 自分の支払 い方 を振 り返 るこ

とがで きた.そ の上で,「 なるほ ど!」 「そ っか一!」

という声 が聞かれ,さ らなる学 びへっ なが った.出

された支払 い方 を板 書す ることで,互 いの支払 い方

を見比べ ることが できた.ま た,課 題 設定 の場面 と

日常生活 を関連 づ けて考えた り,関 連 に気付いた り

す ることがで きた.

課題設定において 「生徒たちからいろいろな支払

い方を引き出せるような数値や表現(伝 え方)」 と

いうことを念頭 に置き,答 えが1っ にならない数値

設定や,生 徒たちが分かりやすい言葉や表現の選択,

理解 しやすい伝え方などを考えていった.そ のため,

い くっかの考え方や選択肢を挙げることができ,さ

らにその中から,生 徒たちそれぞれが自分の答えと

して決定することができた.こ のように,自 分の答

えとして確認するために,基 本的な知識を用いて,

演繹的な考えを促 したと考えられ る.数 値設定1っ

で,生 徒たちの気付きや学びの深さが変わって くる

ため,な ぜ この数値に したのか,今 後もこだわって

い く必要がある.

これ まで生徒たちは,一 っ一っの店で買い物 は

できても,そ の時の状況や 目的に応 じて支払い方を

考えたり,複 数の店での買い物や,前 後に公共交通

機関を利用 したりするなど,全 体を視野に入れたう

えで,そ れぞれの支払い方を考えたことはほとんど

なか ったと思われる.今 回,い ろいろな場面で,い

ろいろな支払い方を考えられるように課題設定を し

たことで,生 徒たちにとって,買 い物が,買 うこと

だけの目的にならず,事 前に自分が持 っている貨幣

の種類や金額を把握 しようとした り,状 況や 目的,

見通 しをもった支払い方を考えたりする意識が,少

しずっ見られるようになったと感 じられ る.ま た,

なぜ自分がその支払い方を選んだのかという理由を

考え,そ れを互いに伝え合うことによって,同 じ,

もしくは似ている考えをさらに深めたり,異 なる考

え方を,新 たな視点に取 り入れた りす ることができ

ていた.さ らに 「自分で→ みんなで→ 自分に」と

いう考える形態 にしたことで,再 度 自分の考え方を

振 り返 ることができた.っ まり,基 本的な知識をも
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とに演繹的 に考 え ることで,自 分 の考 えだけでは な

く,他 の生徒 の考 えも,納 得 した り認めた りで きる

ようにな り,再 度 自分 の考え方 を振 り返 る ことで,

より深い学び にっ なが った りす ることがで きた と考

え られ る.

また,こ れ らの支払 い方が,生 活 とどの ように結

びっいて いるのか とい うことを考 えた ことで,自 分

たちの生活 との関連を改めて感 じ,今 後 同 じよ うな

場面 に遭遇 した時 に,学 習 を思 い 出 し,活 用 しよう

とす る姿が見 られ るのでは ないか と期待す る.

VI.ま とめ と今後 の課題

指導の結果,今 回の教材の内容によって,生 徒の

演繹的な考え方を促すことにっながることが分か っ

た.ま た,生 徒の支払いに対する意識の変化や考え

方に対する幅が広がりを持っようになるとともに,

その時々に応 じた支払い方を考え,選 択 していくこ

とが可能であることが分か った.こ のような経験の

積み重ねが,将 来の計画的な消費生活にっながると

期待できる.

今後の課題として,数 学的な考え方ができるよう

な場の設定を行った授業構築を行 うことで,そ の効

果と子どもたちの将来に役立っような能力育成をす

ることであると考えられる.
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